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韓日女子学生の体型意識と衣服の購買・着装行動について（第１報）

一韓日女子学生の体型意識についてー

○安　 玉姫** 孫　 珠煕Ｗ　李 正玉** 中川早苗*  （*奈良女大、** 嶺南大）

旦的　 現代の若い女性にとって､スリムで美しいプロポーションが社会的に望ましいとされる今日、

衣服によって自分の体型の欠点をカバーし理想の体型に近づけるために、デザインや着こなしでど

のような工夫をすればいいかは大きな関心事であろう。本研究では韓日女子学生の体型意識と衣服

の購買・着装行動の差異について明かにするために、本報では体型意識の差異について調査をもと

に検討する。

左迭　調査は韓国の嶺南地域と日本の関西地域に在住する女子学生を対象に、1998 年 ７月から10

月に質問紙によって行った。有効回収数は日本242 票、韓国242 票で、計484 票を実際の分析に

使用した。分析には単純集計やクロス集計による平均値の差の検定、χ｀検定を行って体型意識の

差異を比較検討した。主な調査項目は体型に対する満足度、現実の体型と理想とする体型、身体及

び衣服のサイズである。

艦 匿　体型に対する満足度を見ると、全体的なスタイルと顔については韓国の女子学生の方がやや

満足度が高く、身長については日本の女子学生の方が満足度が高く、下半身についてはいずれも満

足度が低かった。現実の体型と理想とする体型については24 項目の形容詞対を用いて５段階で評

定を求めた結果、現実の体型については胴が短い、バストが大きい、脚が長いの項目に日本の女子

学生の方がやや肯定する割合が高く有意な差異が見られた。現実の体型と理想とする体型との差異

については全般的に日本の女子学生の方がギャップ が大きく、下半身のおなかと脚の細さや長さに

ついては両国の女子学生ともに大きなギャップが見られた。このギャップをうめる上で、衣服が重

要な役割を果たすものと考える。
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一韓日女子学生の衣服の購買行動と着装行動ついてー

○孫　珠煕・ 安　玉姫” 李 正玉“ 中川早苗* （*奈良女大、**嶺南大）

旦的　 前報では韓目女子学生の体型意識の差異について明かにしたが体型意識によって衣服の購

買・着装行動に差異が見られると思われる。本報では韓日女子学生の衣服の購買・着装行動との件

について調査をもとに明かにする。

左迭　調査及び分析の方法は第 １ 報と同じである。主な調査項目は、衣服の購買行動に関しては

ファッション情報源、好きな衣服の素材・色･ 柄、購買態度、購入場所など、着装行動に関しては、

外出時に着用する衣服、衣服による体型カバーの考慮の有無、好きな服装のイメージなどである。

故墨　 ファッション情報源については韓国の女子学生は売場の陣列商品から、日本の女子学生は雑

誌からと答えた者が多い。好きな色については韓国の女子学生は白と黒、日本の女子学生は黒と青、

好きな衣服の柄については韓国の女子学生は抽象柄、日本の女子学生は無地と答えた者が多い。購

買態度については韓国の女子学生が流行を重視しバーゲンを利用する者が多く、日本の女子学生は

ブランドにはあまりこだわらず、自分の好みを重視し数は少なくても良いものを購入している等、

有意な差が見られた。着装行動については、外出時に着用する衣服に、韓国の女子学生はｼﾞｬｹｯﾄ と

パンツと答えた者が多く、日本の女子学生はニットとパンツと答えた者が多い。衣服による体型カ

バーについては、全般的なスタイルに対して両国の女子学生とも上下の衣服の組み合わせや配色、

衣服の丈の長さに気を配るなど、スタイルがよく見えるような工夫をしている。下半身のカバーに

ついても、両国の女子学生ともスカートの丈、スカートの形、靴のデザインに気をつけている。好

きな服装のイメージについては特にすっきりした、気軽な、自然なイメージを好んでいる。
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